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10．三大栄養素摂取量と社会経済学的要因 NIPPON DATA2010 
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【目的】日本を代表する集団で，世帯収入などの社会経済学的要因と三大栄養素摂取量の関連を

検討した． 

【対象と方法】2010年国民健康栄養調査において NIPPON DATA2010ベースライン調査に参加

し，同年の国民生活基礎調査と突合可能であった 2,637名（男 1,145, 女 1,492）に対して，三大

栄養素摂取量と社会経済学的要因の関連を検討した．また，日本人の食事摂取基準を超える三大

栄養素バランスの悪い食事（炭水化物 65％エネルギー以上，かつ脂質 20％未満）を摂るリスク

と社会経済学的要因の関連を検討した． 

【結果】世帯年収は脂質摂取量と正（男 p=0.001, 女 p<0.001），炭水化物摂取量と負（男 p=0.003, 

女 p<0.001）の関連を認めた．等価世帯支出と三大栄養素摂取量の関連も同様であった．三大栄養

素バランスの悪い食事を摂るリスクは，年齢（高齢者）と最も強く関連し，次いで低世帯収入，

低等価世帯支出，教育歴（高卒以下），職業（農業）と，各々独立して関連を認めた． 

【結語】食事摂取基準を超えた三大栄養素バランスの悪い食事を摂ることは，高齢や社会経済学

的要因と関連を認めた．社会経済学的要因は三大栄養素摂取量のバランス悪化を介して健康状態

に影響を与えている可能性が示唆された． 
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